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Ⅰ 各団体における取り組みの実施状況について 
 

【学識経験者】 

■熊本大学教育学部 

 本学科にてポスターを掲示し、学生へ授業時に声をかけるなどの取り組みを行ってい

る。 

 

【保健・医療関係】 

■熊本市医師会 

（１）医師会員に対して通年行われている「学術アーベント」や「リフレッシュコース」

等の講演会において、医師会員への啓発を継続する。 

 

（２）熊本地震後一時中断され再開された「熊本市民健康フェスティバル」や「健康教

育講座」、本会のテレビ広報番組「ＴＫＵ医療大百科」において、性感染症やエ

イズに関する情報提供を継続して行う。 

 

（３）本会広報誌「森都医報」に本会議の報告記事を掲載し（2018年 10月号）、エイ

ズ・ＳＴＤ診療の重要性を喚起した。 ※P２参照 

 

 

■熊本市歯科医師会 

（１）会議報告を、理事会にて確認。※P３参照 

（２）下記のリーフレットを本会会員へ配布し、来院した患者さんに注意喚起。 

  「こちら性感染症情報室」「正しく知って、予防しよう HIV・エイズ」 

  「知っていますか？梅毒という性感染症のこと」 ※感染症対策課より提供 
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〔熊本市医師会：森都医報 10月号〕 

 



- 3 - 

〔熊本市歯科医師会 会議報告〕 
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■熊本県看護協会 

   

（１）今年度、実施の性教育「出前講座」 

     熊本県看護協会では、熊本県全域を対象に小・中・高校向け「性教育出前

授業」を実施し、その中で「エイズ・ＳＴＤ対策」についても講義をしている。 

   「今年度実施先」 

    小学校： １校 

    中学校：23校    計 27校（31回実施：同じ学校で学年別に２度実施） 

     高 校： 3校 

    ＊熊本市内の学校からの依頼は高校より１校 

 

 （２）当協会総会（6月 23日）開催時 

    熊本市感染症対策課よりエイズに関するパネル・ポスター等借り、それを会

場に掲示し啓発活動を行った。 

 

 （３）性教育研修会開催（10月 27日開催） 

     保健師、助産師・養護教諭を対象に、学校教育における性教育の取り組み

等の情報共有を行い、各地域・各職種で協力して次世代育成支援ができることを目

的に「性教育研修会」を開催している。 

 

（４）熊本県性教育研究会定例会出席（２月８日開催） 

    創立 30周年記念第 19回九州ブロック性教育研究大会・兼第 23回熊本県性教

育研究大会に運営委員として参加した。 

 

（５）１２月 世界エイズデーにはポスター等掲示し、啓発活動を実施した。 

 

 

■熊本県栄養士会 

（１）会議後の役員会への報告。 

（２）平成 30年 4月 14日熊本市地域事業部第 1回研修会での資料配付。 

以上の活動を行った。 

 

 

【教育・青少年団体】 

■熊本市青少年健全育成連絡協議会 

事務局において、エイズ・STD対策に関するポスターを窓口に掲示した。 
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【報道関係】 

■熊本日日新聞社 

HIV、梅毒などの性感染症をはじめとする一定の感染症については、原則として毎週

金曜日の朝刊「感染症情報」に、県内の罹患状況を掲載している。 

このほか、熊本市をはじめとする自治体の動き、医療機関の取り組み、学会の動きな

どをその都度報道し、性感染症予防のための啓発に努めている。 

 

（熊本日日新聞：20180809）          （熊本日日新聞：20180817）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

（熊本日日新聞：20180920）         （熊本日日新聞：20181205） 
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（熊本日日新聞：20181205）      （熊本日日新聞：20181216） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Safety Blanket （詳細は、別冊２で紹介しています） 

（１）今年度活動 

３０年度は、連絡会や担当者間のミーティングを重ねながら、学習交流会の開催を

軸に取り組みを行った。（連絡会１回、学習交流会４回、他ＳＮＳ等を活用した担当

者間の打合せ等） 

（２）来年度活動 

引き続き、熊本市内外の保健所や熊本大学医学部附属病院と連携し、啓発活動や勉

強会の実施を行っていく。 

 

 

 

Ⅱ 各委員からのご意見 

 

ご意見なし 


